
但東地域小中一貫校等
開設準備委員会

説明資料

豊岡市教育委員会事務局
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第１回

2026．8．18 （火） 19：00～

会場 但東庁舎２階 大会議室

１ 施設一体型小中一貫校について

２ 但東地域小中一貫校等開設準備委員会

について

３ 今後のスケジュール等について
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資料３

yuuichi-imai
長方形



１ 施設一体型小中一貫校について
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小中一貫教育について
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平成27年６月、学校教育法等が改正され、小中一貫教育
が制度化されました

兵庫県：小中一貫教育リーフレットより
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兵庫県：小中一貫教育リーフレットより

6
兵庫県：小中一貫教育リーフレットより

豊岡市では
すべての学校
で実施

委員会で検討
する学校



より効果的な教育、特色のある教育の行いやすさ 施設分離型 ＜ 施設一体型小・中学校 ＜ 義務教育学校 7

小中一貫型小学校・中学校

義務教育学校 中学校併設型小学校
小学校併設型中学校

施設分離型施設一体型施設分離型施設一体型施設の形態

小学校６年、中学校３年
９年

（前期課程６年、後期課程３年）
修業年限

それぞれの学校に校長、教職員組織一人の校長、一つの教職員組織組織・運営

所属する学校の免許状を保有原則 小学校・中学校の両免許状を併有免許

・９年間の教育目標の設定
・９年間の系統性・体系性に配慮がなされている教育課程の編成

教育課程

○○○○独自教科の設定

特
色

△移動、調整に課題〇調整に課題△移動に課題◎乗り入れ授業

・多様な年代との日常的な交流
・小中合同での活動（運動会、
小学生の部活動への参加等）

・4-3-2等柔軟な学年段階の区
切りが可能

・多様な年代との日常的な交流
・小中合同での活動（運動会、
小学生の部活動への参加等）

・教科担任制の導入が容易
・教職員間の意思決定・情報共
有等が行いやすい

その他

施設一体型小中一貫校による効果 （小中一貫教育の取組をより効果的に）

１．９年間一貫した育み

２．中１ギャップの解消

３．中学生…上級生としての自覚、思いやり

小学生…中学生へのあこがれ、目標など

施設一体型小中一貫校について
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（学習面）

※Ｈ26 調査において、公立学校で、「大きな成果が認められる」「成果が認められる」と回答した割合
「小中一貫教育等についての実態調査の結果」（文部科学省）より

小中一貫教育を導入した成果（施設体系別）

9

（中学進学等）

※Ｈ26 調査において、公立学校で、「大きな成果が認められる」「成果が認められる」と回答した割合
「小中一貫教育等についての実態調査の結果」（文部科学省）より

小中一貫教育を導入した成果（施設体系別）
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（上級生と下級生のかかわり）

※Ｈ26 調査において、公立学校で、「大きな成果が認められる」「成果が認められる」と回答した割合
「小中一貫教育等についての実態調査の結果」（文部科学省）より

小中一貫教育を導入した成果（施設体系別）

11

参考：2022-12-21 一般財団法人日本私学教育研究所

義務教育学校の推移
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義務教育学校数

改正学校教育法施行

６年間で８.１倍に増加



 一人の校長、一つの教職員組織
・指揮命令系統が一本化され、明確になる
・教員同士で児童・生徒の情報を共有しやすく継続的な指導ができる
・乗り入れ授業や教科担任制の導入が行いやすい

 子どもの発達状況に合わせ、4-3-2等柔軟な学年段階の区切
りが可能

 異学年交流を実施しやすい
・多様な年代との日常的な交流
・小中合同での活動（運動会、小学生の部活動への参加等）

施設一体型 義務教育学校の利点と課題

利 点
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小学校卒業の達成感がない、中学校の新鮮さがない

授業時間の違い

リーダーシップや自主性を養う機会が減る

人間関係が９年間固定化しやすい

課 題

小学校卒業の達成感がない、中学校の新鮮さがない
⇒ ステージごとの目標設定や行事により解消 前期課程修了式、各ステージの進級式

 授業時間の違い
⇒ ノーチャイム制の導入により解消 子どもたちが時間を見て自主的に行動する習慣

 リーダーシップや自主性を養う機会が減る
⇒ リーダの機会が6-3制は２回だが、4-3-2制は３回に増えるよう工夫が可能

 人間関係が９年間固定化しやすい
⇒ 縦割りの班編成の工夫により課題を軽減 14

工夫により課題を利点に



義務教育学校の先進事例

特徴等（一部教科担任制の導入等）教育課程の特例区切り学校名都道府県

５年から音楽、英語、理科
６年から社会

ふるさと科4-3-2大槌町大槌学園岩手県

５年から算数、理科、音楽、図工、家庭科、体育
３年から音楽、図工、体育

なし4-5信濃町立信濃小中学校長野県

４－５を基本とした４－３－２
５・６年の全教科で教科担任制を実施

英語科、市民科4-3-2品川区立品川学園東京都

５・６年から国語科〔書写〕、算数、理科、音楽、体
育、外国語活動
５年から部活動に参加可能

塩浜ふるさと防災科4-3-2市川市立塩浜学園千葉県

５年 社会・理科・音楽・家庭科・体育・外国語
６年 社会・理科・音楽・図画工作・家庭科・体育・

外国語

中学数学の「整数の性質」を、
６年生で学習
中学外国語の学習内容の一部を、
６年生で扱うことを検討中

6-3
※隣接型

施設

横浜市立義務教育学校
霧が丘学園

神奈川県

６年 社会・理科・図工・家庭・体育
５年 図工・体育 第４学年 音楽・図工
２年 図工・体育

きらり英語科4-3-2珠洲市立宝立小中学校石川県

一部教科担任制を導入
幼・小・中の10年間を通じた教育
小規模特認校制度導入校

みらい科3-3-4鳥取市立福部未来学園鳥取県

※兵庫県内には、市内の竹野学園をはじめ、計10校の義務教育学校がある（令和７年度）

【文部科学省 小中一貫した教育課程の編成・実施に関する事例集 第1版、第2版から引用】
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２ 但東地域小中一貫校等開設準備

委員会について
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役割等

 施設一体型小中一貫校を開設するために必要な事項について、
意見を出し合う

※最終的な判断は委員会で出された意見や協議の結果を踏まえ
教育委員会や学校長が行う

役

割

⑴ 地域の代表者（資母地区、合橋地区、高橋地区の代表）

⑵ 保護者の代表（但東中、資母小、合橋小、資母認定こども園、合橋認定こども園）

⑶ 学校関係者 （但東中、資母小、合橋小、資母認定こども園、合橋認定こども園）

⑷ 市の関係者 （但東振興局）

計20名

委
員
構
成

2026年8月18日～必要な協議を終える日まで〔開設（開校）の日まで〕
任
期
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開設準備委員会に意見を求める項目（一例）

決定者検討項目

教育委員会（議会議決）
学校の種別

義務教育学校とするか、小中一貫型小・中学校とするか

教育委員会（予算議会議決）施設の整備内容

教育委員会（議会議決）学校園名

学校等校歌・校章

学校長

９年間の系統性・連続性のある教育課程
・地域が育てたい子どもの姿

⇒ 独自の科目の検討
⇒ 学校と地域との連携

ＰＴＡ、学校園
ＰＴＡ・保護者会の組織運営

・小中合同の組織 ・小中合同の行事 等

市／地域開校・開園記念式典（市主催）／記念行事（地域主催）

その他必要な事項 18
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３ 今後のスケジュール等について
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但東地域小中一貫校等開設準備委員会の開催時期の目安と検討内容（案）

2026 第１回 ・委員長、副委員長選出

８月 ・但東地域小中一貫校等開設準備委員会の役割について

・施設一体型小中一貫校について

2026 第２回 ・学校種別について（義務教育学校とするか、小中一貫型小・中学校とするか）

12月頃 ・学校名について(義務教育学校の場合）

・校歌・校章について(義務教育学校の場合）

2027 第３回 ・学校名について

３月頃 ・校歌・校章について

・豊岡市の教育について（小中一貫教育含む）

・部会設置の検討（教育課程、学校運営、PTA、閉校式・閉校記念行事等）

2027 第４回以降 ・９年間の系統性・連続性のある教育課程について

７月頃 ・PTA組織について

～ ・学校行事について

・閉校式、閉校記念行事について　など

部
会
で
の
検
討
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※ こども園を含めた整備については、既存施設を有効かつ最大限に活用することとします。
※ 上記のスケジュール（案）は、予算措置（国の補助金等を含む）が順調に進んだ場合の例です。
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スケジュール（案）　※この資料は、2026年8月18日時点のものであり、今後の協議、検討によっては変更が生じます。

2029年度
７〜９⽉ 10〜12⽉ １〜３⽉ ４〜６⽉ ７〜９⽉ 10〜12⽉ １〜３⽉ ４〜６⽉ ７〜９⽉ 10〜12⽉ １〜３⽉ ４〜６⽉ ７〜９⽉

・委員選任   
  ・第１回委員会

  ・第２回委員会
学校種別、学校名、校歌・校章等協議（決定方法・選定方法等）

  ・第３回委員会
学校名、校歌・校章、部会の設置等協議

・第４回以降 委員会
・部会での検討（教育課程、PTA組織、閉校式等）

   ・閉校式 閉園式
・開校式 開園式

実施設計（小中一貫校） 整備工事（小中一貫校） 物品移転等

実施設計・整備工事（こども園） 物品移転等

   
・地域住⺠報告会 ・地域住⺠報告会

2026年度 2027年度 2028年度

跡地利活用協議


